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国語に関する調査結果 
 
 
 

 
題） 

 

 

≪優れている所≫ 

 

○目的に応じて，文章の中から必要な情報

を見つけて読む。 

 

○日常生活で使われている慣用句の意味を

理解し，使う。 

 

 

 

≪努力を要する所≫ 

 

○文の中における主語と述語との関係など

に注意して，文章を正しく書く。 

 

○学年別漢字配当表に示されている漢字を

文の中で正しく使う。 

 

 

 
 

 

 

≪優れている所≫ 

 

○質問の意図を捉えて，的確に答える。 

 

 

○記述式の問題では，正答に近づけて書こ

うとする意欲が高い。 

 

 

 

≪努力を要する所≫ 

 

○目的や意図に応じ，内容の中心を明確に

して書く。 

 

○自分の考えを整理し，必要な内容を文章

にする。 

 
 

 

 

 
 

○友達の話を聞き，それを受けて発言することを授業で取り入れてきました。 

 
  ○「社家小 話し名人・聞き名人」の合言葉で話したり聞いたりする姿勢を   

育ててきました。 

 

 

 

 
○振り返りの時間を確保し，自分の考えや学びを整理して文章化する習慣を   

つけていきます。 
 

○読書の時間を充実させることによって，表現する力のもとになる語彙力を伸ばし
ていきます。 
 
 

 
   

 
 

これまでの取組から 

今後の具体的な取組について 

国 語 Ｂ 
（主として「活用」に関する問題） 

国 語 A 
（主として「知識」に関する問題） 
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算数に関する調査結果 
 
 
 

 
題） 

 

≪優れている所≫ 

 

○異種の２つの量のうち，一方の量がそろ

っているときの混み具合を比べる。 

 

○１８０°までの角の大きさを理解してい
る。 

○直径の長さと円周の長さの関係について

理解している。 

 

 

 

≪努力を要する所≫ 
 

○小数を量感的にとらえ，理解する。 

 

○小数の式を見て，状況を想像したり，読

み取ったりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪優れている所≫ 

 

○図形の特徴に着目し，分類する。 

 

○与えられた情報を数理的に処理し，問題

解決をする。 

 

○数量の関係についての考察を式と言葉で

示したり，それを問題場面に適用したり

する。 
 

 

≪努力を要する所≫ 
 

○複数の情報（文章，図，グラフ，表など）

から立式したり，計算処理に必要な情報

を選択したりする。 
 

○複数の情報とグラフを関連付けて解釈し，

問題解決の過程を言葉や式で表現する。 

 

○規則性を解釈して，条件に合う事柄につ

いて適切に判断する。 

 

 

                                 
○問題場面から課題解決に必要な条件事項を選択し，情報を整理して解決する  
機会を多く設けてきました。 
 

 ○計算タイムや家庭学習等で継続的に既習内容の定着に取り組んできました。  

    

○ノート等を振り返ることで，既習内容を使って自力解決ができるようにして           

きました。 

 

 

  ○問題場面の条件とグラフや式を関連付けて解釈し，問題解決の思考過程を言葉 
や式で表現する指導を行います。 

 

 ○授業中における算数的な活動の充実を図ります。 

 

  
 

算 数 Ｂ 
（主として「活用」に関する問題） 

 

算 数 A 
（主として「知識」に関する問題） 

これまでの取組から 

今後の具体的な取組について 
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≪優れている所≫ 

 

○実験結果を基に分析して考察し，その内容を記述する。 

 

○ろ過実験の際に正しい手順で操作する。 

 

 

 

≪努力を要する所≫ 

 

○堆積作用について，科学的な言葉や概念を理解する。 

 

○生物を愛護する態度をもって，野鳥のひなを観察できる方法を構想する。 

 

○記述問題など，自分の考えを整理して文章にまとめる。 

                             
 

 
○学年に応じて，学校や地域の自然に触れ親しむ活動をしてきました。 

 

○授業の中で，実験・観察など実際の体験を重視してきました。 

 

 これまでの取組から 

 
○実験・観察したことを文章で表す機会を多く持ちます。 

 

○国語科などの他教科と関連させながら，文章化するのに必要な語彙力を高

めます。 

 

○困難にぶつかったときでも，キーワードに着目するなどの手立てをとり，

あきらめずに取り組む姿勢を養います。 
 

 今後の具体的な取組について 
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学習について 生活について 

児童質問紙の結果より 
 
 
題） 

 

≪よかった所≫ 

○ 学校で好きな授業がある児童が多い。 

・90%を超える児童が「好きな授業がある」

と回答している。 

・約 90%の児童が「国語や算数の勉強が大切」

であり，「学習したことは将来役に立つ

と思う」と回答している。 

○ 家庭での学習の習慣が身についている。 

・95%を超える児童が「宿題をしている」と

回答している。与えられた課題に対する

取り組みが良い。 

・50%以上の児童が「学校の授業以外に平日

30 分以上読書している」と回答し，本に

親しむ児童が多い。 

 

≪課題と思われる所≫ 
○ 表現活動が苦手な児童が多い。 

・「授業中(国語科含む)自分の考えを説明

したり，文章に書いたりすることが難し

い」と回答した児童が半数近くいる。 

○ 算数の学習を不得手としている児童がいる。 

・「算数の授業で新しい問題に出会ったと

き，それを解いてみたい」と回答した児

童の割合が 60%程で県や全国平均を下回っ

ている。 

 

 

 

 

≪よかった所≫ 

○ 基本的な生活習慣が，身についている児童

が多い。 

・95%を超える児童が，ほぼ毎日朝食を食べ，

起床時刻も，85%以上の児童がほぼ決まっ

ていると回答している。 

○ 将来，外国とのつながりを持ちたいと考え

る児童が多い。 

・「外国の人と友だちになりたい」と回答

した児童が 70%を越えている。また，半数

近くの児童が，「将来外国へ留学や，国

際的な仕事をしたい」と回答し，全国平

均を大きく(10 ポイント以上)上回ってい

る。 

 

≪課題と思われる所≫ 
○ 地域社会への関わり方が少ない。 

・「住んでいる地域の行事に参加している」

と回答した児童が半数以下である。 

・「地域社会などでボランティア活動に参

加したことがある」と回答した児童の割

合が県や全国平均を下回っている。 

○ TV・ゲームや携帯電話・スマートフォン等

の使用について改善の必要がある。 

・「約束を守っている」と回答した児童は

半数以下で，「時間等の約束事が無い，

あるいは，守っていない」と回答した児

童がかなり多い。 

 

 

○ 今後教科化される「外国語」について，意欲的に学習に取り組めるような授業をめざして

きました。ALT と協同した外国語活動を充実や，インターナショナルスクールとの交流など

を通し，児童は，外国に対する関心を高く持っています。 

○ 全学年で，家庭学習への取り組みを充実させています。宿題等与えられた取り組みは大変

良いので，自主的な学習に繋げていくようにします。図書館支援員や図書ボランティアと協

力しながら，読書活動の充実を図ってきました。本に親しむ児童は多く，日常の中で読書が

習慣化しています。 

 

 

 

 ○ 「分かる・できる・楽しい授業」をめざします。児童が「学習内容を理解できた」と思え

るよう授業の工夫に努めます。計算タイムを継続し基礎学力の定着を図ります。話し合い

の方法や文章の書き方などポイントを押さえた指導をすることにより，表現活動の充実を

めざします。 

 ○ 家庭と連携を図りながら，子どもたちに「生きる力」を身につけさせます。学校での教 

   育活動において，児童の良さを認め励まし，意欲を引き出すような指導をめざします。  

 ○ ＴＶ・ゲームや携帯電話・スマートフォン等の使用について，ルールを設けるよう啓発し

ていきます。

これまでの取組から 

今後の具体的な取組について 
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